
開戸引き込み装置

「エコキャッチ」　取付・取扱説明書

品番：ECR-30RS
      ECR-30RG
      ECR-30LS
      ECR-30LG

施工業者様へ
施工前に必ずこの取付・取扱説明書をよくお読み下さい。
取付後、この取付・取扱説明書をユーザー様にお渡し下さい。

ユーザー様へ
ご使用前に、必ずこの取付・取扱説明書をよくお読み下さい。
この取付・取扱説明書は大切に保管して下さい。

部　　品　　明　　細

■商品に梱包されている部品は以下の通りです。梱包の内容をご確認下さい。

本体用・・・２本

キャッチ部品用・・・２本

納　　ま　　り　　図

●本製品の使用可能温度範囲は０℃～４０℃迄です。

●部品に潤滑油やグリスを注がないで下さい。部品の割れや変形・変色を生じるおそれがあります。

●扉を故意に強く閉め過ぎると部品が破損する場合があります。

●建付けや枠の歪み、丁番の不具合によって扉が勝手に開いてしまう等、作動性能に問題のある場合扉が閉まり切らないおそれがあります。

　本体カバー、キャッチカバー表面が汚れたときは、柔らかい布で軽く拭いて下さい。

　シンナーやベンジン等で拭いたり、殺虫剤をかけたりしますと変色や光沢が損なわれたり、カバーの割れの原因になる為、絶対に使用しないで下さい。

●エコキャッチ本体アームおよびキャッチ部品に衣服や洗濯物など物を掛けないで下さい。部品の曲がりや破損する場合があります。

●本製品の使用前に丁番の固定ネジがしっかり締まっているかご確認下さい。締まっていない場合は、しっかりと締め付けて下さい。

●お手入れの方法

●扉質量は１２kg～３０kg迄です。

（扉が１２kg以下の場合は扉を閉めた際、反発して閉まり切らない場合があります。）

（扉が３０kg以上になりますと扉を完全に閉め切らない場合があります。）

！ ドアと枠の間に手などを不要意に入れないで下さい。

　 閉じてくるドアにはさまれてケガをするおそれがあります。

！ 本体装置のアーム操作でＯＮ状態、ＯＦＦ状態にする際には本体と

　 アームの間に指をはさまないように十分注意して操作して下さい。

●本製品を使用しない場合は、アームをＯＦＦ状態にしてご使用下さい。

●扉を強く閉めた時はブレーキが効かず戸当りにあたる事があります。

●学校等へは使用しないで下さい。

●安全のため、必ず手袋を着用して取付けて下さい。

●以下の使用下では、引き込み機能が正常に作動しない場合があります。

・丁番により扉に負荷がかかりすぎている。

・モヘヤ付戸当りやエアタイトを使用している。

・換気扇を使用している。

・風が入り込む部屋や気密性の高い部屋。

・扉が枠や床・ジュウタン等にすれている。

・建付けが悪く扉が閉まりにくい。

・扉のラッチの作動が重い。

 

取付・取扱説明書・・・・・本紙１枚

キャッチ部品ケガキ用型紙・・・別紙１枚

＜本体装置＞

＜キャッチ部品＞

＜取付ビス袋＞

※図は左開き用

※図は左開き用
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危　険　防　止　の　た　め　に

作　動　確　認　と　対　策

◎施工完了後、ゆっくりと扉を閉めて正常に作動するか（扉が引き込まれるか）ご確認下さい。

扉を全く引き込まない 本体が「ＯＦＦ状態」である 本体「アーム」を引き出し「ＯＮ状態」にする

扉が引き込み切らず
途中で止まる

使用しているバネの引き込む力を
妨げる要因がある

扉が問題なく閉まるように建付け調節する

キャッチ部品の引き込み調整を行う

扉が閉まらず跳ね返る 本体「ローラー」とキャッチ部品が
当たっている

キャッチ部品の左右調整を行う

現　　象 原　　　因 対　　　　　　　　策
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本製品は室内用木製扉専用の金具です。鉄扉等への取り付けはできません。

本体

本体カバー

キャッチ部

キャッチカバー
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（三価クロメート）
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（三価クロメート）
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＜左開き用＞
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本 体 と キ ャ ッ チ 部 の 左 右 勝 手 切 り 替 え 方 法
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※１，※２，は本説明書の本体装置取り付け方法を参照して下さい。
※３ は本説明書の戸当り寸法と上枠寸法の確認を参照して下さい。
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名　称 材　質 数

アーム

戸当り

（横から見た図）

! 　施　工　・　使　用　上　の　注　意
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扉芯材

扉

ラッチ

本体およびキャッチ部の左開き用を右開き用に変更する場合、以下の手順で組替えて下さい。（逆勝手変更も同じです）

①固定軸を台等の上に
　押し当てて、ネジを
　破損しない様にゆるめ
　ローラー，固定軸を
　外して下さい。

②取り付いていた部品を上向きに
　組替えて下さい。

ネジ

ローラー

固定軸

①ネジを２ヶ所
　　　　外す

②キャッチ部樹脂を
　ひっくり返す

③ネジで２ヶ所
　取り付ける

＜左開き用＞ ＜右開き用＞

アーム

※ネジの十字穴の破損に注意！ ネジ （右開きへセット完了）

ゆっくり
ゆるめる

本体 キャッチ部

電 動
ドライバー

作動が重い
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■左開き用‥扉を押して開ける時、左側に丁番があります。 ■右開き用‥扉を押して開ける時、右側に丁番があります。

品番：ECR-30LS、ECR-30LG 品番：ECR-30RS、ECR-30RG

開口部 開口部

■扉が問題なく軽く閉まりますか？

閉まる 閉まらない

OK ※丁番や枠体等の調整を行って軽く閉まる様に
　して下さい。

（扉と枠体の接触等により、軽く閉まらない等
　の問題があると最後まで扉を引き込まない事
　があります。）

■扉を少し開けた時、勝手に開いていく事がありませんか？

OK

※丁番等の調整を行い、扉を開けた時に勝手に開かない様に
　して下さい。

扉が勝手に開く様な場合、最後まで
扉を引き込まない事があります。

本　体　装　置　取　り　付　け　前　に

親指を使って
押し下げて下さい。

ＯＮ状態ＯＦＦ状態

アームを手で引き出し、ＯＮ状態にします。

親指を使って
本体へ取り付けて下さい。

＜取り付け方＞＜取り外し方＞

＜取り付け方＞

ツメ

ツメ

アームをＯＮ状態にして下さい。

ツメ

＜取り外し方＞

キャッチカバーを曲げ、キャッチ部に
取り付ける

問題なく
閉まる

勝手に
開かない

注意 ！ アームを移動する際、

　　　　　本体装置とスキマでの

　　　　　指詰めにご注意下さい。

戸当りおよび上枠の寸法が表-１の寸法の場合、取り付けはできません。

注意 ！ アームを移動する際、本体装置とスキマでの指詰めにご注意下さい。

３ヶ所のツメを正面カバーの
内側に入れて下さい。

①キャッチカバーの
　ツメを持ち上げて

②キャッチ部を
　引き出す

※両側のツメとも①、②の方法で外して下さい。

「パチッ」と音がし、完全にキャッチ部へ入るまで
　押し込んで下さい。

キャッチ部

アーム

扉開き方向の確認

扉開閉の確認

戸当り寸法と上枠寸法の確認

本体カバー

キャッチカバー

本体装置の引き込み機能状態の確認

表-１

勝手に
開かない

本体取り付け前に本体カバーを外して下さい。

キャッチ部取り付け前にキャッチカバーを

外して下さい。

◎扉の厚さ25mm以上必要

取　り　付　け　前　の　確　認　事　項

丁番

開き方向

丁番

開き方向

戸当り扉

Ａ

ＣＢ

上枠

Ａ：１２mmより高い

Ｂ：２３mm未満

Ｃ：２４mm以下

×
×

×

※

 ※
（スペーサー等）

本体

《左開き》 《右開き》

《左開き》 《右開き》

手袋着用

※ 戸当り高さが12mmより高い場合は、12mmを超えた寸法
　  分のスペーサー等を本体と上枠の間に入れて下さい。
　  （スペーサーはお客様での用意(加工)となります）
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（図は右開き）
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●開扉時、アームがＯＦＦ状態になってしまう。

●閉扉時、ローラーがキャッチ部の開口部に
　入らない。

●扉が閉まる直前の速さを遅くしたい時。

戸
先
側

本体取り付けスペースによる取り付けネジの位置の決定

アームＯＦＦ状態

（図は左開き）

開口部

Ｂ寸法によるＤ寸法の決定

ローラ

扉 Ｂ

本体装置

上　枠

た
て
枠

上枠

た
て
枠扉Ｂ

本体装置本体装置

上　枠 上　枠

Ｄ

前から見た図横から見た図前から見た図横から見た図

戸当り

上枠 ２４

４０
～

※

戸当り

上枠 ４０以上

※２４mm程度の取り付けスペースの場合は、
   下穴等をあけて枠の割れ対策を行うなどの注意が必要です。

キャッチ部を吊元側へ移動
キャッチ部を戸先側へ移動

キャッチ部のネジを
左回し

戸当り

（図-１） （図-２）取り付け
スペース

取り付け
スペース

開口部

（表-２）

※Ｂ寸法は最大３５mmで取り付けて下さい。

取り付け方法 ◎ケガキ用型紙をご使用の上、正しく取り付けて下さい。

上枠に本体装置を取り付け、アームをＯＮ状態にしておく。

ＯＮ状態 ローラー

開口部

* 型紙の６本ラインは
　扉と型紙の
　水平レベル出し用に
　利用してください。

ローラーが当たる位置に合わせて下さい

【左開き用】
左開き用 戸先側

【右開き用】

右開き用 戸先側 右開き用 吊元側

左開き用 吊元側

* 型紙の水平レベルの目印

扉 扉

●キャッチ部とローラーの位置●

（上面より）

（正面より）

ローラー

開口部

キャッチ部

ローラー

開口部

キャッチ部

ローラーローラー

ローラーが当たる位置に合わせて下さい

【左開き用】

左開き用 戸先側
【右開き用】

右開き用 戸先側

右開き用 吊元側

ゆっくり閉める

セロテープ
セロテープ

ローラーが当たる位置に合わせて下さい

【左開き用】

右開き用 戸先側

ケガキ用型紙

ケガキ用型紙

調整方法

右開き用 戸先側

左開き用 吊元側

注意 ！ インパクトドライバーは絶対に使用しないで下さい。安全のため、必ず手袋を着用して取付けて下さい。

取り付け方法

　　※ ローラーが開口部へ入らない、又は

　　　　アームが戻ってしまう場合は

         調整方法 を読んで調整して下さい。

 取り付けスペース
 取り付けスペース

《左開き》 《右開き》

《左開き》 《右開き》

キャッチ部側

① 本体を丁番側上枠に取り付けて下さい。

② 本体カバーを最後に取り付けて下さい。

Ｂ　寸　法

２９mm
   ～３５mm未満の場合 約１０mm

３５mmの場合

Ｄ寸法

０mm 1

2
1 2

1

2

1

2

③ 型紙とローラー位置調整後、
　　水平レベルの目印を利用し、
    扉と型紙のレベルを合わせて
    からケガキ穴に２箇所キリ等
    で印をつける。

② ローラーが型紙に当たったら、
    型紙の絵のローラーの
    切り欠き部に合わせる。

① 扉に型紙を当て、ゆっくりと
    扉を閉める。
　（セロテープを型紙両側に貼って
   おくとケガキの時に便利です）

④ 型紙をはずし、ケガキ穴に
    合わせてキャッチ部品を
    取り付ける。

⑤ ローラーがキャッチ部
　　に入るか確認する。

① と ② の寸法を参考にして下さい。

① 0～1mm

　　　   以
下

① 0～1mm
　　　   以下

② 2
m

m
～

  
  
3
m

m

② 2
m

m
～

  
  
3
m

m

⑥ 扉の引き込みが正常に作動すれば、
　　キャッチカバーを取り付けて完了。

ネジ
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キ ャ ッ チ 部 品 取 り 付 け 方 法 と 調 整 方 法

本 体 装 置 取 り 付 け 方 法
インパクト
ドライバー

手袋着用

インパクト
ドライバー

手袋着用

２３mm
   ～２９mm未満の場合 約２０mm

　　※取り付け位置は表-２，図-１，図-２
　　　 をご確認下さい。

丁番 丁番


